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電磁干渉（EMI）は、AC-DC コンバータおよび DC-DC コン
バータ両方のスイッチモード電源で、常に起こりうる問題
である。最新の設計では、エミッションとイミュニティに

関して良好な性能を発揮できるが、最高の性能を得るには外部接
続を正しく実施しなければならない。特定用途の要求事項を満足
させるため、追加のフィルタリングが必要になる場合がある。だが、
フィルタの設計を間違えると、実際には EMI が悪化することもある。
この記事では、外部フィルタを使用する場合を含め、AC-DC およ
び DC-DC コンバータから最高の伝導 EMI 特性を得るための、いく
つかのガイドラインを示す。
　機器の電磁両立性（EMC）は、伝導および放射エミッションから、
伝導電圧妨害および放射電磁界に対する感受性、静電気放電（ESD）
に対する耐性までを扱う用語で、AC-DC コンバータによる AC ライン
電流の歪みも含まれている。ヨーロッパでは、EMC 指令 2014/30/
EU により、最終製品が整合規格に適合することが義務づけられて
いる。この記事では、スイッチモード AC-DC および DC-DC コンバー
タからの伝導性エミッションとフィルタコンポーネントが性能に与える

影響について説明する。

１．高効率を追求すると高ノイズの発生を招く
　エンジニアは小型軽量で高効率というスイッチモードコンバータの
利点をよく知っているはずだが、彼らはスイッチモードコンバータが生成
する電気ノイズにも苦労していることが多い。ただし最新のコンバー
タ設計は、共振タイプなど本質的に低ノイズの優れたコンポーネント
とトポロジーによって改善されている。特定の測定帯域幅での放射エ
ネルギーを削減するには「周波数ディザリング」などの手法も役立つ。
ノイズの原因は、高効率化に必要なナノ秒単位で計測される波形の
立ち上がり時間と立ち下がり時間を持つ半導体の高速スイッチングで
ある。ただし高い dV/dt および di/dt レベルはコンバータ内に完全に
収めることができず、入力または出力ラインに沿って伝導される電圧
あるいは電流ノイズの「スパイク」として現れることがある。図１はフー
リエ解析による一般的なスイッチング波形からのエミッションのエン
ベロープである。これは立ち上がり／立ち下がり時間 Tr と Tf が減少
するにつれてエミッションの帯域幅が増加し、全体的な振幅が波形の
デューティサイクル（Ton/Tp）の影響を受けることを示している1。

２．ノイズコンポーネント
　伝導ノイズには、ディファレンシャルモード（DM）とコモンモード

（CM）の２種類があり、通常、あるレベルで同時に存在する。DM
ノイズは、電源ラインのホットとそのリターンの間の電圧として測定
される。CM ノイズは、ホット／リターン双方の電源ラインとシステ
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図１．スイッチ波形からのエミッションのエンベロープ


